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評価 今年度
事業数

昨年度
事業数

A= 必要かつ有効であり推進することが妥当 0 5

B= 改善を図りながら継続することが妥当 15 15

C= 一部修正・再検討が必要 0 0

D= 見直し・休止・廃止について検討が必要 0 0

合計 15 20

▽15の事務事業について「Ａ」「Ｂ」
「Ｃ」「Ｄ」の４段階評価を行った
結果は、次のとおりです。
▽評価点数は、7 人の委員が事務事
業ごとに事業の妥当性や効率性など
を 5 点満点で評価したものの平均
です。

【評価結果】

【
総
評
】

●
少
子
高
齢
化
や
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
保
た
れ
て
い
た
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
始
め
て
お
り
、
地
域
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
社
会
問
題
と
し
て
顕

在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
地
球
温
暖
化
が
確
実
に
進
行
す
る
中
、
地

域
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
構
成
員
の
高
齢
化
・
な
り
手
不
足
の
問
題
、
地

域
の
自
然
環
境
を
形
成
す
る
里
山
や
農
地
の
荒
廃
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ

る
ご
み
排
出
問
題
、
下
水
道
を
始
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増
大

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
「
私
た
ち
の
住
む
相
馬
の
こ
と
を
考
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

視
点
を
中
心
に
捉
え
、
未
来
を
見
据
え
た
行
政
運
営
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
市
民
が
安
心
し
て
生
活
し
、
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
相
馬
市
に
な
る
た
め

に
、
相
馬
に
住
む
全
て
の
人
が
孤
立
し
な
い
、
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
す
。
地
域
全
体
で
見
守
り
合
い
、
支
え
合
い
、
声
を
掛
け
合
う
こ
と
で
、
住

民
が
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
行
政
と
市
民
が
よ
り
深
く
関

わ
り
、
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
共
生
社
会
を
目
指
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
に
は
、
市
民
に
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
理
念
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
地
域
力
の
向
上
の
た

め
、
行
政
が
主
催
す
る
会
議
に
多
く
の
住
民
が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
努
め
、

幅
広
い
層
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
意
見
を
誠
実
に
施
策
へ
反
映
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
互
い
に
支

え
合
い
、
地
域
で
生
き
生
き
と
明
る
く
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
を
目
指

す
と
い
う
理
念
で
す
。

●
今
後
も
相
馬
市
が
魅
力
あ
る
相
馬
市
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
食
や
自
然
、
史

跡
な
ど
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
観
光
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
、
多
角
的
な
経
済
・
市
街
地
活
性
化
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
く

だ
さ
い
。
相
馬
を
訪
れ
た
方
が
満
足
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
情
報
を
発
信
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
多
様
な
関
係
者
が
協
力
し
合
い
、
住
民
と
共
に
柔
軟
な
発

想
で
幅
広
い
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
ま
ち
の
将
来
を
支
え
る
人
づ
く
り
の
た
め
、
学
校
教
育
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
へ
の
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、
世
代
や
性
別

を
問
わ
ず
活
躍
で
き
る
社
会
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ま
ち
の
魅
力
向
上
と
あ
ら
ゆ

る
面
で
の
情
報
発
信
の
強
化
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

市事務事業の外部評価結果市事務事業の外部評価結果
～市外部評価委員会～

　学識経験者と公募による市民で構成する市外部評価委員会（委員 7 人）は、本市が相馬市総合計画「マ
スタープラン 2017」に基づき、令和 7 年度の重点施策実行計画として定めた 35 施策の中から、15
の事務事業を選定して評価を行い、令和 7 年 12 月 8 日、市長に評価結果を報告しました。
　評価に当たっては、全 6 回の委員会を開催
し、担当課へのヒアリングや現地視察などを行
い、各事務事業の取り組み状況の検証を行いま
した。
　市では、この評価結果を今後の事務事業の改
革・改善に反映していきます。
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市事務事業の外部評価結果市事務事業の外部評価結果～市外部評価委員会～～市外部評価委員会～

No. 事務事業名 点数評価 コメント

1
戸籍への振り仮名記載
の推進

3.9 B

戸籍への振り仮名記載は、行政サービスのデジタル化と効率化を促進するた
めの基礎的な環境を整えるために必要な取り組みです。市民に丁寧に説明し
ながら、滞りなく推進してください。取り組み推進に際しては、氏名という
個人のアイデンティティーに関わるセンシティブな情報を取り扱うことから、
正確な対応が求められます。職員への講習などを通してさまざまなケースを
想定した準備を行い、トラブルのないよう進めてください。

2

ノーマライゼーション
の理念の更なる普及・
啓発と障がい者雇用の
推進

3.6 B

ノーマライゼーションの理念を市民に根付かせていくことで、社会的マイ
ノリティーを特別視する事なく、全ての人が同等に生きていける社会を目指
してください。市民一人一人が日常の具体的な行動を通じて実践することで、
社会全体で支えることができるよう、企業や学校とも連携して、合理的配慮
の理解を深める啓発活動の展開を期待します。また、障がいのある方が仕事
を通じて社会参画し、充実した人生を送ることができるように、障がい者雇
用のさらなる推進をお願いします。

3
授業の質的改善と家庭
学習の充実

3.7 B

子どもたちが将来豊かな人生を歩むことができるよう、読解力向上を目標に
実施してきたこれまでの授業改善の取り組みが徐々に成果として現れていま
す。今後も、基本となる読み書きへの注力と、教科書の徹底活用を継続して
ください。一方で、家庭学習の面では、手引き作成などの取り組みは行われ
ているものの、子どもの自発的な学習を促すための取り組みも重要です。子
どもの学習意欲を高めるため、授業を通じて各教科の楽しさや学ぶことの意
義を伝え、子どもたちの知的好奇心や達成感を引き出せるよう努めてくださ
い。

4
男女共同参画意識の啓
発活動

3.6 B

家庭や職場で旧来から残る固定的な「性別役割分担意識」が、若者の地元離
れの一因となっており、男性も女性も共に能力を発揮し、共に責任を担う社
会を目指した啓発活動がより一層求められています。啓発活動を積極的に推
進することで取り組みが広がり、具体的な変化につながるように、若年層や
男性も関わることができるテーマや取り組みの工夫を期待します。

5
移住定住総合窓口によ
る支援の実施

3.4 B

移住や U・I ターンを通じて相馬に若い世代を定着させることは、産業や地
域コミュニティー、公的サービスの維持など、あらゆる面において地域の
存続に直結します。また、各地域においても同様の取り組みが活性化する
中、各種メディアで目にする他市の取り組みと比較すると、まだまだアピー
ル不足を感じます。特に、U ターン希望者向けの情報提供および支援の充実
や、移住者の生の声の発信による、相馬での暮らしをイメージできる情報発
信の強化など、さらなる PR をお願いします。

6
おでかけミニバスと生
活路線バスの効果的な
運行に向けた検討

3.9 B

交通手段を持たない高齢者にとって、おでかけミニバスは生活上極めて重要
なインフラです。高齢化の進展により、今後ますます利用希望者の増加が見
込まれること、また高齢者による自動車事故防止にもつながることから、免
許返納のタイミングなど、あらゆる機会を捉えた PR と利用促進をお願いし
ます。新たに導入した予約制による運行は、利用者の利便性と効率性の両面
において効果的な方法であると評価します。運行開始後は、成果と課題を速
やかに検証し、改善を加えながら最適な形へ構築していくことを望みます。

7
相馬の「食・自然」を
活かした観光と物産の
振興

3.6 B

観光・物産のさらなる振興を図るため、相馬の食や自然、史跡など、ポテン
シャルのある観光資源を大いに活用し、より効果的な施策となるよう、関係
者を巻き込んだ検討を進めてください。特に、相馬ならではのさまざまな海
産物の PR や体験型イベントの充実を望みます。また、イベントの開催やイ
ンフルエンサーによる SNS での発信など、施策ごとの成果を定量的に把握し、
継続的な来訪促進につなげていくことを期待します。

●事務事業ごとの評価
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No. 事務事業名 点数評価 コメント

8
中心市街地活性化基本
計画の策定に向けた取
組み

3.5 B

人口減少の進行が確実に見込まれる中、中心市街地を活性化していくために
は、従来にはない柔軟な発想と思い切った施策が必要となります。幅広い人
たちから意見を収集し、基本計画の策定にとどまらず、魅力的なまちづくり
に向けた継続的な検討をお願いします。また、活性化のための施策の実施に
当たっては、部署をまたいでの財源の捻出や一貫性のある取り組みなど、全
庁を挙げた戦略的な取り組みにより、実現に移していくことを期待します。

9
市営住宅使用料徴収率
の向上と滞納繰越額の
縮減

3.7 B

市営住宅の提供は、セーフティーネットとしての側面もあることから、厳格
な使用料徴収にはさまざまな困難を伴うものと思われますが、受益者負担や
公平性という観点や、健全な財政運営という観点を踏まえ、未納・滞納への
取り組みを積極的に推進してください。徴収率向上に向けた現在の取り組み
は、法的手段の活用も含め着実に進んでいるものと評価します。今後は、入
居者への配慮は保ちつつ、持続可能な運営を目指してください。

10
相馬市下水道事業経営
戦略に基づいた事業経
営

3.9 B

人口減少や物価高騰により、下水道事業を取り巻く環境が厳しさを増しつつあ
る中、中長期的視点に立った安定的かつ持続的な経営が求められています。ま
た、令和 7 年 1 月に埼玉県八潮市で起こった、老朽化した下水道管の破損によ
る道路陥没事故を教訓に、設備の適正な維持管理とその費用負担についても考
えなくてはならない状況となっています。これらを踏まえ、今般の使用料改定
の方針は必要なものであると評価します。今後は、市民への丁寧な説明を通じ
て、理解と納得が得られるよう、情報発信の仕方を工夫してください。

11
若手狩猟者の育成及び
狩猟従事者への支援

3.7 B

サルやイノシシによる農作物への被害が多くの地区で発生しており、対策が
急務となっています。また、近年は野生生物が民家や学校の近くにも出没し
ており、昨今全国的に問題となっているクマによる人身被害の例もあり、若
手狩猟者の育成がますます重要度を増している状況です。対策に当たっては、
狩猟者の育成や処遇改善、里山の適切な保全といった中長期的な対策と併せ
て、現在困っている地域住民の声に直接的に応えられるような実効性のある
取り組みにも期待します。

12 浜の駅松川浦の利活用 3.6 B

浜の駅松川浦は、オープン以降、集客・売上は堅調に推移し、相馬の魅力発
信拠点としての取り組みも継続的に実施されており、順調な船出になったも
のと評価します。一方で、平日の集客についてはまだ伸びしろがあると思わ
れます。平日は市民向けのイベントを企画するなど、いつ行っても面白いと
思われる浜の駅松川浦を目指してください。今後は、売上や集客数の増加だ
けではなく、店舗を訪れたお客さまの顧客体験価値の向上にも目を向けて、
より一層愛される施設となることを期待します。

13
ごみ減量化再資源化の
更なる推進

3.5 B

今後予定されているプラスチックおよび衣類、また昨今火災事故が頻発して
社会問題となっているリチウムイオン電池などの拠点回収の取り組みは、循
環型社会構築のためのリサイクル推進施策として適正であり、取り組みの推
進をお願いします。回収率向上のためには、新たなルールの周知がポイント
となりますので、市民にとって分かりやすい説明を心掛けてください。なお
現在においても、ごみ出しのルール順守が徹底されていないケースも散見さ
れますので、厳格な措置も念頭に入れて、必要な対策の検討をお願いします。

14
行政のデジタル化及び
行政手続きのオンライ
ン化の推進

3.8 B

人口減少が進む中、職員数の減少も視野に入れた行政事務の効率化策を模索
していく必要があります。行政のデジタル化および手続きのオンライン化の
推進により、「書かなくてよい窓口」や「行かなくてよい市役所」を実現し、
業務効率と市民サービスの向上を目指してください。オンライン化対象の業
務数は相当な数に上ることから、不具合の発生や手続きの遅延につながるこ
とのないよう、計画的かつ確実な推進をお願いします。

15 消防団活動への支援 3.8 B

消防団は、市民の安全を支える極めて重要な任務を果たしていますが、実際
の活動内容については、市民への周知がまだまだ不足しています。近年、消
防団員の高齢化や団員数の減少が進行してきており、消防団の維持のために
は、若年層へのアピールの強化や、各団体や組合からの人員派遣、分団内の
班の再編など、限られた人員や資源の中で検討が必要となっています。消防
団活動への支援は地域の防災力維持のためには欠かせない取り組みであるこ
とから、今後も積極的に推進してください。併せて、活動内容の見直しを含
めた、負担軽減のための検討も期待します。
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◆伊藤順一郎委員
　今年度は、2 年目の外部評価委員会となり、職
員の皆さんの 1 年間の取り組みを感じる事もで
きました。一方で市政の課題解決の難しさも感じ
とれる 1 年でもありました。多くの課題の中には、
市職員の皆さんと市民との意見交換によって解決
へ導くものもあると感じました。激動の時代だか
らこそ、官民一体になり厳しくなっていくであろ
う市政と向き合える相馬市になってほしいと思い
ました。外部評価委員会も、もっと幅広い年代の
方が集う事でより良くなると感じました。みんな
がワクワクする相馬市になって欲しいと思います。

◆梶田浩二委員長
　今回の事業評価は、全て B 評価というかなり辛口な結果となりましたが、担当課の方々はそれぞれの
事業に対して真摯（しんし）に取り組み努力されていると認識しております。これは、ヒアリングや現地
視察を通して委員全員が共通認識として持っているものと思います。外部評価委員会は、市の行う事業を
民間目線でどのように考え評価するかという場なので、市の事業を知り勉強する絶好の機会です。次に選
考された方は進んで参加されることをおすすめします。また、今回も担当課の方々にはお忙しい中、詳細
な資料を作成していただき参考にさせていただきました。改めて感謝申し上げます。

◆宮田真委員
　昨年度に続いて、このたびも外部評価委員とし
て貴重な機会をいただき、感謝を申し上げます。
限られた資源の中で子育て支援や地域福祉、防災
などに着実に取り組む職員の皆さまの姿勢に大き
な頼もしさを感じました。今後も市民に寄り添っ
た事業推進を期待しています。

◆我妻大委員
　今年度で 2 年目の参加となりましたが、初年
度に引き続き、市では市民に寄り添った幅広い分
野でさまざまな施策に取り組んでいることを改め
て実感いたしました。今後も市民一人一人が安心
安全に暮らせるまちづくりや、子どもたちが夢や
希望を持って成長できる相馬市を目指して、市民
と行政が一体となり課題解決に向けて取り組まれ
ることを期待しています。

◆米山真弘委員
　このたび、外部評価委員を務めさせていただき、
一市民としては気付くことができない課題や、市
の取り組みなどを学ぶことができました。今年度
評価した事業は、現在の市の置かれている状況や
今後の市民生活の改善に十分に資する内容である
と思います。行政と市民とが手を取り合い、より
良い相馬市になりますよう期待申し上げます。

◆鈴木妙子委員　
　今年度も外部評価委員会に参加させていただき
ました。各事業内容を聞かせていただき、きちん
と課題を持って考えられていると思いました。こ
れからも市の発展のためにしっかりと取り組んで
いただきたいと思います。

市事務事業の外部評価結果市事務事業の外部評価結果～市外部評価委員会～～市外部評価委員会～

外部評価委員からひとこと外部評価委員からひとこと

◆伊東千惠子委員
　事業を担当する部署の皆さまには、審議に協力
いただき御礼を申し上げます。評価委員の皆さま
にも 1 年間お世話になりました。今年度は全て
の事業が B 評価となりました。課題はあります
が良い結果であると思います。今後もより良い市
民サービスの提供に努力してください。

●問い合わせ先　企画政策課（☎ 37-2132）


